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独自に放射能対策
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亀磐孫
す か
る ど
動 う
き か
も を
出 独
て 自

声

■
鉢
物
対
策

栽
堵
農
家
や
販
売
業
者

一
ら
が
特
に
気
を
使

っ
て
い

る
が
上
の
入

っ
た
鉢
物

だ
。
今
後
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
な
ど
が
主
流
に

な
る
が
、
東
京
の
大
手
卸

鍛
: 1量

新
商
品

「
リ
メ
ー
ク
」
に

復
興
へ
の
願
い
を
込
め
る

石
井
さ
ん

一
検
査
結
果
を

必
ず
チ

ェ
一
オ
イ
ザ
ク
ラ
の
新
商
品
を

一
津
み
ど
り
、
生
産
団
体
の

売
業
者
は

「放
射
性
物
質

一
ッ
ク
し
て
い
る
。
約

一
。
一
開
発
し
た
。
会
長
の
石
井

〓
昭
和
花
き
研
究
会
が
放
射

の
検
査
結
果
の
提
示
を
求

一
二
診
の
畑
で
シ
ク
ラ
メ
ン

一
議
新
雑
窃
玲
夫
軸
り
「舶
勤

一
班
勒
義
様
般
締
鞠
傷
い
紳
雑

め
た
り
、
福
島
県
産
は
厳

一
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

し
く
検
査
し
て
は
し
い
と

一
を
生
産
し
て
お
り
、
　
亘

一
徹
底
し
、
矢
祭
オ
リ
ジ
ナ

ど
不
し
て
市
場
に
出
し
て
い

い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

一
度
で
も

放
射
性
物
質
が

お
昨
す
れ
帥
中
”
ヤ
串
弁

一
串
印
牟
印
中
中
↓
砕
抑
”

・
・
切
り
花
は
価
格
維
持
　
一
る
確
知
範
ゲ
菅
家
博
昭
会

幕
卵
錬
雌
耗
は
勢
築
雌
い

一
孝
准

管
理
に
万
全
を
期

・　
全
農
県
本
部
な
ど
に
よ

一
長
合
こ
は

「店
頭
で
直
接

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
心
配

一　
同
町
周
辺
の
鉢
物
農
家

一
る
と
、
切
り
花
は
健
康
へ

一
販
売
す

る
と

消
費
者
か

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一
で

つ
く
る

矢
祭
鉢
物
研

一
の
影
響
が
な
い
こ
と
に
加

一
ら
放
射
能
を
心
配
す
る
声

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
一究
会
は
、
こ
れ
ま
で
県
内
！
え
、
校
災
地
を
応
援
す
る
一を
聞
き
、
買
い
控
え
る
動

え
、
矢
祭
町
の
矢
祭
園
去
！
の
業
者
か
ら
仕
入
れ
て
い
一動
き
も
あ
つ
て
卸
売
価
格
　
き
も
感
じ
た
。
来
年
以
降

社
長
の
金
沢
美
浩
さ
ん

一
興

へ
の
希
望
を
込
め
て

，積
が
約
二
十
二
誇
と
国
内

含
も
は
鉢
物
の
上
を
購

一
「Ｒ
ｅ
ｍ
ａ
ｋ
ｅ

（リ
メ

一
最
大
の
昭
和
村
で
は
、
出

入
す
る
際
、
販
売
業
者
の

！
―
ク
）
」
と
名
付
け
た
二
一荷
に
際
し
て
村
や
Ｊ
Ａ
会

〓
た
上
の
購
入
先
を
県
外
や

一
や
取
引
件
数
は
例
年
並
み

！
も
安
全
性
を
し

っ
か
り
求

．海
外
に
変
更
す
る
な
ど
の

一
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ

し
て

い
か
な
け
れ
ば
な

！
豹
換

を
取
り
始
め
て
い

一
棟
嶋
峻
全
対
策
は
欠
か
せ

一
晦
確
い
庁
穀
印
輸
帥
旺
如

一　
震
災
後
、
会
曇
ら
は
復

一　

カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
栽
堵
面

一
る
。


